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【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】管理者は定期的にご家族に連絡を入れて入居者の生活状況を説明をしている。その際ご家族からの意見、要望を尋ね、可能な限り運営に反映するように努力している。ご意見箱を設けて意見、要望を吸い上げることも行っている。

【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
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■
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評 価 結 果
市町村受理日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

令和2年6月1日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

15 ～ 22

自己評価項目

 1 ～ 14

令和2年1月13日

Ⅴ アウトカム項目

事業所は、横浜市営地下鉄ブルーライン「三ッ沢下町」駅から徒歩８分程の小高い
丘の上の閑静な住宅地にあります。建物は木造２階建て、２ユニットのグループ
ホームです。隣接して同一法人が運営する事業所があり、交流を図っています。
＜優れている点＞
地域との連携が良くとれています。管理者は町内会の班長を輪番で務め、広報紙の
配付や町内会費の徴収なども行っています。毎年、隣接の事業所と開催する「合同
祭」には地域の人々の参加もあり、交流を深めています。町内会の祭りでは、こど
も神輿の休憩場所を提供し、飲み物を配るなど、こども達との触れ合いがありま
す。防災関係では、町内会・消防署・事業所の３者で「消防応援協力の覚書」を締
結し、非常災害時の協力体制を築いています。事業所の避難訓練には近隣住民・町
内会役員・消防署々長などが参加しています。町内会の協力で設置した事業所専用
の「スタンドパイプ式消火器具」の取り扱い訓練も行っています。入居者の有事・
緊急時に対処する「２４時間オンコール体制」を定め、職員に周知すると共に、入
居者情報を纏めた「救急搬送シート」を作成し、緊急時に職員が速やかな対応を取
れる対策を講じています。
＜工夫点＞
毎月開催のフロア会議は、全員が会議に参加し、勤務シフトを調整したり自由に意
見や提案を出し合い、協議する体制となっています。

認知症に特化したグループホームです。認知症には治る可能性のある認知症もありま
すが、老化に伴う認知機能の低下で生じる認知症は現状では治りません。私たちの
ホームに入居されて来られる方々の多くはご高齢の方が多く、現状では治ることのな
いアルツハイマー型認知症の方々です。職員はこの方々に認知症を克服していただ
く、治っていただくといった思いで接するのではなく、認知症であっても皆で助け
合って、物忘れがあっても大丈夫、自信を持って日々を楽しく送っていただけるよう
な支援に努めています。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護

56 ～ 68

）

36 ～ 55Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

2019年度
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【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】
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評  価  機  関
評 価 決 定 日

　非営利活動法人　介護支援協会

ﾕﾆｯﾄ数

通い定員

宿泊定員

定員　計

　
　横浜市神奈川区三ツ沢南町１３番３号

株式会社フィールズ



56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名

 ユニット名 あおば

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

グループホーム　三ツ沢南の丘
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グループホーム 三ツ沢南の丘.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

グループホームの運営状況について、
参加された地域の方々、ご家族の方々
に報告を行い、一緒に作り上げていく
存在として地域、ご家族、ホームが意
見を出し合って協力しながらサービス
の向上に努めています。

運営推進会議は２ヶ月ごとに定期的に
開催し、町内会々長や民生委員、地域
包括支援センター職員が参加していま
す。ホームの活動報告、意見交換や情
報交換を行い、ホームの運営に活かし
ています。

全入居者に占める生活保護受給者数が
非常に多く、生活支援課、高齢障害支
援課との連絡調整が密に必要です。自
ずと協力体制が生まれてきます。

区の生活支援課や高齢・障害支援課、
地域ケアプラザとは常に連携を取り、
協力関係を築き、相談や情報交換し、
助言を得ています。介護保険認定更新
時には管理者が行政に出向き手続きを
しています。区のケースワーカーや介
護相談員とも協力関係を築いていま
す。

事業所は町内会に加入しています。ま
た入居者の中には長くこの地域に居住
している方もいて友人、知人も近隣に
住まわれています。時々尋ねて来られ
今まで通りの交流をしています。

地域の一員として町内会の班長も務め
ています。町内の祭りにはこども神輿
が立ち寄り、入居者との触れ合いがあ
ります。隣接の事業所との合同収穫祭
は、近隣に声かけし、交流を深めてい
ます。散歩時には保育園児や地域の人
と挨拶を交わしています。

入居者が地域とのつながりの
中で、喜び、楽しく暮らせる
一環として保育園児との交流
も考えられます。散歩時の触
れ合いに加え、ホームへの来
訪、交流の実現も期待されま
す。

認知証に特化したグループホームには
様々な認知症関連の研修を積んだ職員
がいます。認知症に関しての困りごと
などについて地域に開かれたグループ
ホームとしての支援、役割を果たして
います。

月に１度開催する各フロアの会議にお
いて、管理者出席のもと、職員との間
で３項目の理念（自由、自己決定、自
立）の確認と理念に基づいたケアが入
居者へ適切に提供されているかどうか
を会議上で毎回再確認している。

事業所独自の理念の下、職員間で協議
し、ユニットごとに年度目標を立て、
理念の実践に繋げています。事業所内
に掲示して周知を図ると共に、毎月の
フロア会議で話し合い、理念に沿った
支援をしているか確認しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

株式会社フィールズ



グループホーム 三ツ沢南の丘.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

介護相談員制度を導入しています。横
浜市から委託された介護相談員がホー
ムの来られ、入居者からご意見要望を
聞き取り、ホーム代表、管理者に入居
者からの意見要望を代弁してくれま
す。ホームはそれらを反映できるよう
努めています。

毎週金曜日に介護相談員２名の来訪が
あり、入居者と面談を行い、意見や要
望を聞く機会を設け、管理者と情報交
換しています。家族の面会時には職員
が入居者の状況などを説明する中で意
見や要望を聞いており、内容は運営に
反映しています。

身寄りのない方が多く入居時の契約、
入退院時の保証人等、第三者の力を借
りないと適切な生活環境に身を置けな
い方が多く入居されています。管理者
が中心になって高齢支援課に後見人を
立てるよう依頼し、成年後見制度を利
用している入居者の方もおります。

入居の契約、解約は時間を掛けて行き
違いのないように行っています。特に
普段なかなかお会いする機会の少ない
ご家族には丁寧に説明するとともに解
約後のフォローについても実施をして
います。

身体拘束の意味を各職員は理解をして
います。行うすべてのケアが拘束に抵
触しないかどうかを考えながら援助に
あたっています。フロア間にドアの施
錠が行われおり職員にとっては頭痛の
タネになっています。

身体拘束についてフロア会議で話し合
い、職員の理解を得ています。特に言
葉遣いに注意を払っています。虐待、
身体拘束防止の自己点検シートを用い
て全職員がセルフチェックをし、振り
返りを行っています。事故防止のため
止むを得ず施錠していますが、外出希
望者には同行し、応えています。

身体拘束適正化委員会の開催
が無いので、委員を選定し、
今後定期的に委員会を開催す
ると共に、身体拘束に関する
研修も実施していくことが期
待されます。

高齢者虐待防止法等については、職員
採用時に学んでいただき、その後は職
員間で行っているケアについてお互い
に検証する機会を作り、疑問の残るケ
アが無いように努めています。

株式会社フィールズ



グループホーム 三ツ沢南の丘.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

神奈川区内の近隣の介護事業者とは入
居者を通しての交流があります。しか
し限られた施設間の職員交流です。年
に数度グループホーム連絡会のブロッ
ク会があり、そのような時には積極的
に連絡を取り合うようにしています。

入居時、「日常生活のご様子ノート」
といった記録紙に、今一番困っている
ことを尋ね、記入することになってい
ます。その場で明確な困りごとが見つ
けられない時には、時間を掛けて困り
ごとに近づけるように努めています。

代表者は日々働く職員の勤務状況をこ
まめに観察し、情報把握に努めていま
す。スーパーバイザーとして職場環
境、介護環境を通して職員個人個人の
仕事ぶりの把握に努め、適正な評価を
給与や処遇、意欲向上に結び付けてい
る。

人手が足らない為、積極的に外部への
研修に参加していただける状況には
なっていません。しかし少ない人数の
中でも勤務をやり繰りしながら、どう
しても学びたい研修には参加をしてい
ます。

運営に関する職員からの意見、提案に
ついては、特別機会を設けて聞き取る
ようなことはしていません。しかし普
段の勤務の中で特別にｃ構えなくても
伝える、伝わるような職員との関係が
代表、管理者、職員の中にあります。

職員は日常的に管理者と話し合い、意
見や提案を自由に出すことができてい
ます。また、フロア会議を通じて意見
や提案について協議し、業務改善につ
なげています。散歩時の職員体制の在
り方や、利用者に配慮したリビングの
席替えなどの提案を実施しています。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

本人が大切にしている馴染みの人や場
所については、本人やご家族から情報
を得ています。入居後も継続して関係
を維持していくことの難しさがありま
す。

幼馴染みや以前の住まいの近所の人、
馴染みの宗教関係の仲間や神父、デイ
サービス利用時の知人などの来訪があ
ります。湯茶を出し、居室でゆっくり
過ごしてもらっています。帰りには再
訪を依頼し、関係継続の支援をしてい
ます。

介護する人、される人、といった関係
性を作るのではなく、共に生きる共生
的な関係を作りを構築しています。

ご家族もホームの入居者を支える大切
な一員です。入居者とご家族の今まで
の繋がりを大切にして、ホームでもそ
の関係を絶やすことのないように、ご
家族の支援に努めています。

これについてもご家族が困っているこ
とを入居時、契約時に尋ね、聞かさせ
ていただくことになっています。入居
者同様に時間を掛けて丁寧に聞かせて
いただくことが度々です。

上記15.16の項目で得た困っているこ
と、不安なことに基づいて本人、ご家
族と話し合いを持ちます。本人、ご家
族が求めているものと、ホームが考え
る支援の突合せをして、ホームとして
できることできないことを伝え、必要
とあらば他のサービスも提案します。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

入居時には今までの生活を知るため
に、ホーム独自の「日常生活シート」
に基づて今までの生活、サービス利用
歴など細かい情報把握に努めていま
す。

ひとり一人の入居者のその日の過ごし
方を勤務者間で申し送っていきながら
状態の把握に努めている。

契約終了時には今後の支援も含めて説
明を行います。ですから契約終了後も
連絡を取り合うことがしばしばありま
す。

ひとり一人の思いや意向を職員が把握
した時、職員はそれらを職員間で共有
して実現に向けて話し合います。理念
の２番目にある入居者の自己決定を見
逃さないことが重要と考えています。

職員は、入居者との日々の会話の中で
思いや意向の把握に努めています。意
向の把握が困難な人は、何気ない言葉
や表情、仕草などから推し量り、意向
の把握に努めています。入居者の思い
や意向は業務日誌に記載し、職員間で
共有し、支援につなげています。

入居者間で自然に生まれる交流につい
てはいつまでも続くように支援を行
い、お互いに共感、助け合えるような
関係作りを目指しています。人付き合
いが苦手な人には座る席を隣するなど
配慮をして職員を交えて支援に努めて
います。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

受診は今までのかかりつけ医を選ばれ
る入居者、ご家族もいらっしゃいま
す。そのような方はかかりつけ医を継
続していただきます。多くの方はホー
ム主治医に変更されています。

全員が協力医による月２回の訪問診療
を受けています。法人職員の看護師が
毎週健康チェックをしています。主治
医への健康情報の事前提出や家族への
「家族の手紙」で診療情報を共有して
います。その他の診療が必要な場合に
はホームが通院支援を行っています。

ひとり一人の入居者のその時々のニー
ズに合わせて柔軟なサービス提供を考
えていくことは十分理解している。限
られた入居者のニーズに応えるのが精
いっぱいの現実があります。

近隣の地域ケアプラザ主催の認知症カ
フェ、地域で暮らす精神障碍者との交
流の場である地域活動ホーム等に参加
して、入居者が楽しめる時間を増やし
ている。

上記項目２５番で得られた入居者の状
態（心身の状態の変化や有する能力の
変化等）に変化がみられた時に介護計
画のモニタリング、見直しを行い、介
護計画の変更を行う。

ケアプランの見直しは４ヶ月ごとに実
施しています。毎月ケアカンファレン
スを行い、変化があれば必要に応じて
随時見直しを行い、現状に即したケア
プランとしています。作成に当たって
は、入居者や家族の意向、医療情報な
どを反映しています。

個別の日常生活を記録する用紙があ
り、その用紙に当日のリーダーが一緒
に勤務する職員からもその日の入居者
の様子を聞いて総合的にまとめる。中
でも気付きで重要と判断されたとこと
は申し送りの中でも送られ、介護計画
に反映されていく。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

緊急時の職員の対応については、全て
の職員が同レベルの手当てや対応術を
持ち得ている訳ではありません。緊急
時に対応した職員の対応方法を目で見
て学んだり、看護師に緊急時の対応を
習ったりしています。

毎月のカンファレンスの時に避難方
法、経路の確認、入居者の状態に合わ
せた誘導方法などを話し合っていま
す。

夜間想定を含む年２回の避難訓練を実
施しています。町内会・消防署・事業
所の３者で「消防応援協力の覚書」が
結ばれ、非常時に備えています。避難
訓練は近隣住民・町内会役員・消防署
員が参加し、敷地隣接のスタンドパイ
プ消火器の取り扱い訓練も行っていま
す。

災害用備蓄品として、飲料
水、栄養補助食品を保管して
いますが、災害対応に必要な
備蓄品類の全般的な見直しと
リスト化による保管・管理も
期待されます。

入居者が入院された時には、入院先病
院関係者（主治医、看護師、OT,PT,地
域連携室等）と連絡を密にとり、早期
退院に向けての話し合いを持ちます。

弊グループホームでは看取りを行って
はいません。どの時点で病院や他施設
へ移動していただくかをご家族と話し
合い、受け入れ先病院、施設との調整
を図ります。

重度化や終末期における対応は、入居
時に本人・家族に伝えています。現在
は連携する病院や施設への転院・転出
を基本に支援しています。看取りは法
人の方針として対応しないことで理解
をしてもらっています。

「在宅療養支援診療所」登録
のクリニックの医師・看護
師、ホームの看護職員・介護
職員の連携が機能しており、
今後、看取り対応の検討・実
施も期待されます。

各入居者の健康状態に気になることが
あった時は、ホーム看護師に報告、連
絡、相談を基本としている。看護師が
不在の時はホーム主治医に連絡を取
り、必要とあれば往診を受けます。他
病院受診の必要がある時はホーム主治
医の紹介状を持って他病院を受診。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

入居者にとって食事は楽しみの中でも
一番の楽しみです。特に女性入居者は
積極的にお手伝いをしたがります。食
事作りに参加して役割をこなすことで
張り合いを持ち、食事も更においしく
召し上がれます。

献立と食材は外部の配食業者に依頼
し、「検食簿」に食事ごとの味付けや
量などを記録して献立に反映していま
す。料理の盛り付けを行う人もいま
す。多くの入居者は食事後の下膳を自
ら行っています。隣接事業所との「合
同祭」には皆で弁当を手作りし、楽し
む機会があります。

ひとり一人の入居者に流れる時間は異
なっています。過ごし方の希望を尋ね
ることは少ないですが、その人のペー
スに合わせた時間の送り方を大切にし
ています。例えば食事に１時間半かか
る方は、それだけの時間を掛けて召し
上がっていただきます

おしゃれに興味にある方はそれなりに
支援をしています。おしゃれを恥ずか
しがる入居者もおり、そのような方は
清潔面からアプローチしています。

理念の１番目です。入居者の自由の尊
重とは、関わる職員が自分を見つめな
おすところがスタートです。自分がさ
れて困ることは行わない。それが人格
尊重の原点と考え、実践しています。

一人ひとりのプライドを損なわないよ
う、接し方や言葉遣いに配慮していま
す。「自分がされて嫌なことはしな
い・言わない」ように気を付けていま
す。「ちょっと待ってください。」な
どは、安心してもらえるような他の言
葉に代えて答えるよう注意し合ってい
ます。

自主的に自分の思いや希望を表現でき
る入居者はよろしいですが、自己主張
の全くない方がたくさんいます。いろ
いろな選択肢を用意して自己表現に結
び付けられるような工夫をしていま
す。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

排泄管理表に基づき排便管理を行って
います。ひとりひとり排便パターンが
あります。朝トイレで座る習慣のある
人は必ず座っていただくようにしてい
ます。体操、歩行、呼吸法などいろい
ろ試しています。

週２回入浴を実施しています。特に曜
日は決めていません。時間帯は１３時
半から１６時ころまで。着替えから入
浴までたっぷり時間を取って毎日３人
ほど入浴していただいています。

週２回、午後の入浴を基本にしていま
す。浴槽の湯は個人ごとに張り替え、
心地良く入浴できるよう配慮していま
す。ヒートショックなどを起こさない
よう温度差に注意しています。季節を
感じてもらうため、菖蒲湯や柚子湯を
楽しむ機会があります。

毎食後、ひとり一人必ず口腔ケアを
行っています。毎週火曜日には、歯科
医、歯科衛生士の訪問があり、口腔内
のチェックと口腔ケアを行って清潔の
保持に努めています。

排泄に問題がある人は、排泄管理表に
基づき声掛け、時間誘導行う。排泄、
排泄援助はトイレで行う。パットの当
て方を工夫してオムツの枚数を減らす
工夫をしています。

「排泄チェック表」により一人ひとり
の排泄パターンを把握し、トイレでの
排泄を支援しています。食事の前後や
仕草などを察知し、声かけと時間での
誘導を行っています。パットの当て方
を工夫することによりオムツの削減に
つなげています。

栄養管理については食材を外部業者に
求めているため適切な管理が行われて
います。食事量は本人の要望、今まで
の経緯等を加味して決めています。水
分量は水分管理表に基づいて一日
1,500ccを目標に支援しています。
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グループホーム 三ツ沢南の丘.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

金銭管理はホームで行っていて入居者
は個人的にお金はお持ちになってはい
ません。

入居者ひとり一人が持つ楽しめる能力
を見極め、趣味、特技、役割等を行っ
て頂いている。編み物、縫物、塗り
絵、漢字練習、数独、トランプ、掃除
などで気分転換をしている。掃除が大
好きな入居者もいらっしゃり、良く体
を動かしています。

日常、散歩程度の外出は毎日行ってい
ます。しかしそれは限られた入居者
で、外出に拒否がある人は無理には行
いません。ホームと隣のホームの間に
あるスペースのベンチで皆さんで腰か
けておしゃべりするのが楽しいようで
す。

事業所周囲は坂道も多く散歩の機会は
限られますが、近くの緑道に出かけて
います。多くの入居者はホーム前の広
場のベンチに腰掛け、日光浴や外気浴
をしながら会話を楽しんでいます。編
み物の教師として町内会館に出かけ、
生徒に教えている人がいます。

消灯は２１時。入居者さんは皆それぞ
れその時間まで好きなように過ごして
います。共有フロアで皆でテレビを見
たり、おひとり静かに自分のお部屋で
過ごす人、人それぞれのんびりと送ら
れています。

入居者ひとりひとりが内服する薬と持
病について職員は理解をしている。服
薬と持病とその変化（悪化等）には注
意を十分に払っています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

居室の空間作りは入居者とご家族にほ
とんどお任せしています。今まで使っ
てきた生活用品に囲まれて安心できる
空間を作ってくださいとお願いしてい
ます。動線上、問題が生まれるような
時にはアドバイスしています。

介護用ベッドとエアコンが備え付けと
なっています。それ以外は入居者が使
い慣れたものを持ち込んでいます。縫
いぐるみ、チェスト、椅子、仏壇など
を置き、好みの部屋作りをしていま
す。居室担当者が室内の清掃をし、環
境を整え、支援しています。

居室には各入居者の名札が付いていま
す。お部屋の中のタンスの引き出しご
とに入っている衣類を記したりしてい
る。口腔ケア時の歯ブラシ、歯磨き
粉、コップなどにも名前を入れ、座る
場所のテーブル名前シールが貼られて
います。

臭い（トイレ、靴のにおい等）には消
臭剤。廊下には入居者の作品展示。食
堂、お部屋、共有部分への太陽の光は
遮光カーテン。壁への過度な装飾は避
けています。

殆どの人が日中は食堂兼リビングで思
い思いに過ごしています。毎日の体
操、レクリエーションや廊下での歩行
も楽しみながら行っています。室内か
らの見晴らしもよく、明るさも良好で
す。壁面には作品のぬり絵・季節感の
ある貼り絵などを掲示し、落ち着いた
雰囲気の共用空間となっています。

共有空間に一人になれるようなスペー
スはありません。お部屋か事務所のソ
ファーかで一人で過ごす入居者さんは
います。気の合った入居者がどちらか
のお部屋でおしゃべりすることはあり
ます。

本人自ら連絡を取るようなことはあり
ません。ホームで用意をしたはがきや
便箋を使っての連絡を取っていただき
ます。最近は字が書けなくなってきた
入居者が増えてきて手紙も減りまし
た。電話を使ってお話しできる人には
電話で支援をしています。
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56 〇 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 〇 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム　三ツ沢南の丘

 ユニット名 わかば

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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グループホーム 三ツ沢南の丘.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

各職員は出勤と共に玄関に掲げてある
理念３項目を目にします。職場に入る
前に確認をして仕事につきます。入居
者にBPSDが見られる時、自分たちの援
助に問題が無いか理念を原点に管理
者、職員は立ち返っています。

事業所は地域の町内会に加入してい
る。入居者には地域で行われている活
動を紹介するとともに、この地域で暮
らしていた入居者も多く、地域に知り
合いもいて、事業所に積極的に訪問を
していただける環境がある。

運営推進会議に参加される地域の方々
を通じて、グループホームの運営状況
などを地域の人たちに伝えていただ
き、グループホームへの見学を積極的
に進めています。

運営推進会議ではグループホームの
２ヶ月間の運営状況についての報告を
行っています。入居者数、介護度、平
均年齢、性別等を伝え、グループホー
ムで行っていることを伝え、地域の人
たち、ご家族からアドバイスをいただ
いています。

生活保護者が多く入居している関係で
神奈川区役所の生活支援課、高齢支援
課、保険年金課等との連絡を取り合う
ことが多いです。入居者のより良い生
活への支援の協力体制があります。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

理念の第一に掲げる「自由」を思い浮
かべれば、身体拘束などもってのほか
と職員の誰もが考えています。職員は
言葉や行動のみならず、拘束がもたら
す弊害を頭に入れてケアに取り組んで
います。

管理者が高齢者虐待防止法等について
の講習会に参加して、それを職員に伝
えるパターンが多いと思います。また
職員間でも、特に言葉遣いに虐待と思
しきことが認められた時には、職員間
で注意を促すことができる人間関係が
あります。

身寄りのない方が多く入居時の契約、
入退院時の保証人等、第三者の力を借
りないと適切な生活環境に身を置けな
い方が多く入居されています。管理者
が中心になって高齢支援課に後見人を
立てるよう依頼し、実際に成年後見制
度を利用している。

契約時、解約時には入居者、ご家族に
ひと項目ごとに確認を取りながら説明
を実施しています。契約後、解約後に
出てきた不安や疑問点についても遠慮
なく尋ねることができるような事業所
職員との関係作りにも力を入れてい
る。

管理者は定期的にご家族に連絡を入れ
て入居者の生活状況を説明をしてい
る。その際ご家族からの意見、要望を
尋ね、可能な限り運営に反映するよう
に努力している。ご意見箱を設けて意
見、要望を吸い上げることも行ってい
る。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

職員ひとり一人から意見や提案を聞く
機会は少ない。しかし意見や提案をす
る職員がいないわけではない。意見や
提案があった時には、代表者はそれら
の意見、提案を吟味して運営への反映
の可否について説明を行っている。

代表者の思いや、代表者の考える介護
環境を実現するために、e-ラーニング
を用いて介護の基礎を職員に繰り返し
学んでもらい、それらを生かした業務
への取り組み等を支援しながら労働環
境の整備に努めている。

職員一人一人が行っているケアを把握
することで不足していると考える介護
知識、介護技術等に関する講座や研修
をさがして、職員にそれらの研修の受
講を勧めている。研修費用は事業で負
担をしている。

横浜市グループホーム連絡会に加入し
ている。連絡会独自の自主事業（勉強
会等）などに参加をして、他のグルー
プホーム職員との交流を通して自らの
ホームの質について問い、改善すべき
点を洗い出している。

サービス利用開始前には必ずグループ
ホームを訪問、見学していただきま
す。２度も３度も見学に訪れる入居希
望者もいらっしゃいます。その都度入
居に際して困っていることや不安なこ
とをお聞きして、それらが払拭できる
ような対応に努めています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

サービス利用開始前に何度かホームに
来ていただき話し合いをします。何度
か話し合い繰り返すことでご家族の
困っていることが浮かび上がってきま
す。そして一緒に考えながら関係を深
めています。

本人、ご家族との面談を入居前に何度
か行います。面談から得られた今一番
困っていることを見極めることと、そ
の見極めた内容を本人、ご家族に再確
認していただき、ホームで支援できる
のか、他所でないとダメなのか考えま
す。必要なら他所に依頼いたします。

本人を中心とした生活を送っていただ
くことに職員は腐心しています。入居
者が遠慮なく過ごせる環境を作り、入
居者主体のホーム作りをしている。

グループホームは認知症高齢者の生活
の場です。切っても切れない家族も重
要な支援者です。ホームでの入居者の
生活状況をご家族に伝えながら、ご家
族、職員がケアコラボできるような関
係作りに努めています。

馴染みの人や場所についての情報は掴
んでいますが、実際にその人との関係
を維持、また馴染みの場所を尋ねるこ
とはほとんどありません。唯一手紙と
電話で繋がりを保っていくので精一杯
です。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

入居者同士でもその関係性に良好、不
良があります。積極的に勧めずとも良
好な関係が維持できる方々とそうでな
い方がいます。ひとりを好む入居者も
います。状況に合わせた無理のない負
担のない支援を行っています。

契約が終了したすべての入居者とのそ
の後の関係作りはできません。またこ
ちらからのフォローを望まないご家族
もいらっしゃいます。しかし必要とあ
れば積極的に相談や支援に努めていま
す。

グループホームで暮らすに当たり最初
の面談で本人やご家族の思い、意向を
聞かせていただき、その実現に職員は
努めています。本人の思い、意向の把
握が困難な場合でも、本人の何気ない
表情や言葉、今までの生活から推し量
り意向の検討に努めています。

基本、入居時に今までの生活状況につ
いて情報収集を行います。「日常生活
のご様子シート」という専用シートを
使って把握に努めます。

一日を通して入居者の状態に注意を払
い、関わり方でも異なり変化のある本
人の状態把握に職員一人一人が努めて
いる。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

日々関わる職員から一人一人の入居者
の状態についての情報を集め、集めた
情報に対して必要と思われるケアの妥
当性を職員間で話し合い、介護計画と
して提示し、本人、ご家族に確認して
いただいている。

上記項目２５番で申し送られる入居者
のその日の過ごし方は個別記録に残さ
れていく。職員は自分の勤務外の入居
者の状態は個別記録から拾い上げ共有
していく。共有された情報が介護計画
の見直しに繋がっていく。

入居者ひとり一人のニーズは異なって
当たり前という考え方を原点にサービ
ス提供を行っています。中にはグルー
プホームではとても対応できないニー
ズもあります。行政の力を借りことも
あります。

地域資源として活用しているのは認知
症カフェ、地域活動ホーム、障害者の
集い、病院で行われるイベント、散歩
会等です。参加者は限られていますが
張り合いあのある暮らしに結び付いて
いると考えます。

グループホームには訪問医がいます。
入居と同時にホームの訪問医に変更さ
れる方が大半ですが、今までのかかり
つけ医を希望される方はそのまま継続
してフォローしていただくことも可能
です。実際にそのような入居者もい
らっしゃいます。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

入居者ひとり一人との関わりの中で、
その人ならではの情動に気付きを見つ
けた時は、職員間で共有するように努
めています。

入居者が入院をした時は、入院先主治
医、病棟看護師、病院地域連携室等と
連絡を取り合い、早期退院に向けての
カンファレンスを病院、ホーム間で行
います。

弊ホームでお亡くなりになる方がい
らっしゃいますが、基本的に看取りは
行ってはいません。入居時、または入
居後早い段階で終末期についての話し
合いを行っています。

入居者の急変時は、主治医と連絡をと
り判断を仰ぐことが基本となっていま
す。急変時、事故時の職員の対応につ
いては、一部の職員は対応できます
が、全体を考えるとまだまだ力不足が
現状です。

火災時の避難方法は毎月のフロアカン
ファレンス時に、話し合い、確認を繰
り返しています。誰もがイメージでき
る訓練をしています。地震、水害等の
災害についてはイメージできていませ
ん。地域町内会とは協力連携体制を確
認しています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

まずはご挨拶。名前の「姓」に「さ
ん」を付けて呼ばせていただくことが
基本です。ひとりひとりが個別で人格
を尊重されるようなスタートライン
は、きちんとお名前を呼んで差し上げ
るところが原点になると考えていま
す。実行中。

いろいろな場面で職員がリードするの
ではなく、職員から入居者に確認を求
めるような対応に努めています。

職員には業務標準があり、それに沿っ
て一日を通して業務を行っていく。業
務を行いながらその中で一人一人の入
居者の言動に目を向け、どのような時
間を過ごしたいのかをお聞きし支援し
ています。

職員は入居者がお持ちになっている衣
類を把握して、入居者に衣類の提案が
できるよう支援をしている。入居者が
着易く、職員が援助しやすい服一辺倒
にならないように注意をしている。

食事で入居者さんに協力をお願いでき
ることはガスレンジと包丁を使うとこ
ろ以外のところです。具材を混ぜた
り、盛り付けたり、食拭きなどです。
嬉しそうな表情がみられます。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

水分摂取表があり、ひとり一人1,000cc
以上を目標に掲げ、水分摂取を行って
います。ほうじ茶、麦茶、コーヒー、
ポカリスェット、牛乳等、お好みやご
希望に沿って水分摂取していただいて
います。

口腔ケアについては、毎食後必ず全員
を対象に実施しています。また毎週一
回歯科医、歯科衛生士による口腔ケア
を実施しています。口腔内の状態把握
の重要性については職員は理解してい
る。歯科医による口腔内の説明会もあ
り。

尿失禁、便失禁のある入居者は排泄管
理表に基づき時間での排泄誘導を行
い、失禁を防ぐ工夫をしている。オム
ツの当て方を工夫して少しでも枚数を
減らすよう努力している。トイレへの
排泄誘導がスムーズに行えるようにな
ると自力排泄も見られます。

便秘に基づくBPSDについて、職員は理
解をしている。入居者の普段見られな
い言動に注意を払い、便秘との関連に
注意をしている。水分量、消化の良い
食物の選択などを通じて便秘対策に努
めている。

入浴は週に最低2回を確保しています。
時間帯こそ午後になってしまいます
が、入浴の順番を配慮しながら、のん
びり入れるような時間的余裕を作った
りして支援に努めています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

ひとり一人その日の状態に合わせて午
睡（20～30分）を入れ、休息を取りま
す。早く横になる人、遅くまでテレビ
を見ている人、いろいろいらっしゃい
ますが、他の入居者の睡眠に支障がな
いように夜間を送っていただいていま
す。

職員はひとり一人の入居者が持ってい
る病気とそのために処方された薬につ
いて理解をしている。少しでも薬の数
が減るようにと病気への理解を深めて
いる。

日中の張り合いのある生活こそが認知
症の人にとって重要であることを職員
は理解しています。認知症薬も怠惰な
生活の中で内服しては全く意味はあり
ません。張り合いある生活の中で内服
するに意味があります。ひとり一人に
役割を感じてもらえる支援を実施。

多くの入居者に脚力の低下がみられま
す。またホームの周囲は急坂で、外出
も自動車や介助がないとままなりませ
ん。しかしご家族の支援もあってマン
ツーマンでの散歩、買い物、外食に連
れて行った頂ける入居者様もいらっ
しゃいます。

お金を持っている入居者はほとんどい
ません。お金を持って買い物に行く機
会もありません。お金を使うことへの
支援の大切さは理解をしています。今
後の課題です。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

携帯電話を持ってご家族や友人と連絡
を取りあっている入居者もいます。こ
ちらから電話を掛けることはありませ
んが、掛かってきた電話は取り次いで
います。手紙も要望があればはがきを
お渡しして交流の支援をしています。

共用空間には季節の貼り絵や塗り絵で
季節感を感じていただいています。臭
いには消臭剤。光にはレースのカーテ
ン。温度、湿度はエアコン利用して居
心地の良い環境作りに努めています。

共有空間にはソファーや安楽椅子で、
仲の良い入居者同士がのんびりと過ご
せるような工夫をしている。また一人
になりたい時には自分のお部屋で過ご
すか、事務所のソファーに座りに来ら
れる入居者もいらっしゃいます。

居室に関しては入居時に入居者とご家
族で過ごしやすいような空間作りをし
ていただいています。持ち物も今まで
使っていた馴染みのものを使うように
勧めています。注意点はお部屋が身の
置き場がないような空間とならないよ
う配慮していただいています。

認知症の中核症状に失見当がありま
す。故に居室には名札、トイレにはト
イレと表示して混乱の防止しに努め、
自立度も高める。また時計、カレン
ダーを通して日付、時間の把握をして
次の行動を考える指標にしてもらって
いる。

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 13

職員を育てる取り組み
介護経験の長さ、教育、研修受講実績、有
資格等により、個々の職員の介護に少なか
らず幅が生まれる。この幅が介護を受ける
入居者様にとって負担となることがある。

入居者様が負担とならないようなケアを職員全
員で目指す。

入居者様への支援方法について入居者様が負担
とならないような方法を職員間で日々チェック
しあう。事業者は研修、教育の機会を積極的に
設けるとともに、職員の希望する研修等への受
講について、研修日の日当の支給、研修費用負
担の支援をしていく。

12ヶ月

2 33

重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
について現在、当施設は看取りを行ってお
らず入居時に入居者様・ご家族様にはその
旨を説明をさせて頂いております。
しかし、入居者様の大半が生活保護で身寄
りのない方が多く、施設生活をしていく上
で最期まで住みなれた施設で最後を迎えた
いと考えを変えて日々を過ごされている方
もいる可能性もあり重度化・終末期への受
け入れ態勢が急務であると考えていますが
実際は看取りへの体制が整っておらず職員
の精神的な不安や負担も懸念となり実践で
きていない状況です。

重度化・終末期となった際に必要な支援を
入居者様、ご家族様から意見を伺い出来る
限り希望に沿える支援体制を整える

入居者様、ご家族様に対しては重度化、終
末期をどのように考え、どのように迎えた
いか。またその時どのような支援を望むの
か。といったことを入居者様やご家族様が
理解出来るような言葉を用いて説明をし
て、望む支援の内容について時間をかけて
確認をしていく。
また、職員に関しては看取りの実施に向け
て、協力医療機関との連携、看取りを行っ
ている交流のあるグループホームとの意見
交換等を通し看取りに対しての職員の不
安・負担軽減等の体制作りを行い看取り実
践へと繋げる。

12ヶ月

令和元年度
目標達成計画

事業所名　グループホーム　三ッ沢南の丘

作成日：　2020年　5月　28日


